
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 21年 5月 1日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 
 幾何学において，多様体 (局所的にユークリッド座標系を持つ空間) は最も重要な研究対象
となっている．多様体 M の連続変換全体は同相群と呼ばれ，その性質の解明は多様体 M の
幾何的性質の理解にとって重要である．本研究では，特に，ユークリッド空間のように無限に

伸びた開多様体の場合に，体積を保つ変換全体のなす同相群を中心に考察し，その性質を解明

した． 
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研究分野：位相幾何学 
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１．研究開始当初の背景 

 非コンパクト多様体上で，与えられた幾何

構造を保つ (微分) 同相写像の成す群の位

相的・代数的性質の理解は，部分的な結果に

留まり，その理論的な枠組みは十分整理され

ていなかった．このような状況下で，研究代

表者 矢ヶ崎 は，(コンパクト-開位相の下

で) 非コンパクト曲面の同相群の単位連結

成分の位相型の分類を得ていた．また，測度

保存同相群に関しては，R. Berlanga による 

R. Fathi の結果の非コンパクト多様体への

拡張が与えられていた．我々は，非コンパク

ト多様体の同相群や測度保存同相群の位相

的な性質の体系的な解明を目指した． 

 

２．研究の目的 

(1)非コンパクト多様体の測度保存同相群の   

   位相的・代数的性質の解明 

(2)非コンパクト多様体の体積保存微分同相 

   群の位相的・代数的性質の解明 

(3)研究 (1),(2)の結果の位相力学系への 

   応用を探る 

(4)非コンパクト曲面の写像類群の研究 
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３．研究の方法 

(1) Whitney 位相を持つ(微分)同相群の,研 

   究分担者 酒井克郎 氏 及び 嶺 幸太郎 氏 

   (筑波大学), Taras Banakh 氏 (Lviv,  
   ウクライナ)との共同研究 

(2)研究分担者 福井和彦 氏主催の研究集会

「同相群とその周辺」京都産業大学(2008. 2. 

 18-2.19, 2009.2.20‒2.21)の開催への協力 

(3) 国際会議への出席(研究発表・情報収集) 

「Topology and its Applications 2007」 

 京都大学, 2007.12.3-7 

「Dubrovnik VI, Geometric Topology - 2007」 

 Inter-University Center, Dubrovnik,  

 Croatia, 2007.9.30-10.7 

「Geometric Topology Conference, Beijing 

  2007」北京大学, 2007.6.18-22 

(4) 研究分担者・連携者との討論・情報交換 
 
４．研究成果 

(1) 非コンパクト連結 n 次元多様体 M 上 

のラドン測度 m に対して，測度 m を保つ 

同相写像の成す群 H(M,m) の位相的・代数 

的性質を考察し次の結果を得た： 

○1  n = 2 の場合に, 群 H(M,m) と M の 

同相群 H(M), 測度 0 集合を保つ同相写像 

の成す群 H(M,m-reg) の間の位相的な関係

を考察した. 単位連結成分 H(M,m-reg)0 が 

H(M)0 においてホモトピー吸収性を持つこと

を示し R. Belranga の結果と組み合わせて 

H(M,m)0 が H(M)0 の強変形レトラクトにな

ることを示した.この応用として H(M,m)0 の

ホモトピー型・位相型を分類した. 

○2  単位連結成分 H(M,m)0 の位相的・代数的

性質を「無限遠に向かう流れ」の観点から考

察した. S.R.Alpern - V.S.Prasad が導入し

た無限遠に向かう流れを測るエンドチャー

ジ準同型 c : H(M,m)0 --> S(M,m)0が連続な

切断を持つことを証明した. 応用として準

同型 c の 核 Ker c が H(M,m)0 の強変形レ

トラクトになることを示して H(M,m)0 の内

部構造を明らかにした. 

○3  多様体 M に作用する位相群 G に対して，

G 作用の制限として得られる埋め込みの G 

作用から定まる同相写像への弱い拡張問題

を考察し，拡張可能な場合に，G から埋め込

みの空間への制限写像の基本的な性質を調

べた．群 G の例として，非コンパクト多様

体 M の測度 m を保存する同相写像の群 

H(M,m),エンドチャージ準同型 c の核 Ker c, 

及び コンパクト台を持つ m-保存同相写像

の群 Hc(M,m)の場合に A.Fathi ‒ R.Berlanga 

の結果を基に，弱拡張定理を得た. この応用

として, Whitney 位相の下で Hc(M,m)が局所

可縮になることを示した. 

(2) 向き付け可能な 非コンパクト連結 C
∞
  

n 次元多様体 M 上の 体積形式 w を保つ微

分同相写像の成す群 D(M,w) の位相的・代数

的性質を考察し，上記の(1) ○1 ,○2  に対応す

る結果を得た. (Preprints in arXiv math) 

(3) Whitney 位相の下での, 非コンパクト多

様体 M の同相群 H(M) 及び 微分同相群 D(M) 

の局所的・大域的な位相型に関する結果を得

た.この結果を得るために，LF 空間, Box 積 

及び 無限次元位相群 に関する基本的な考

察を行い，特に，位相群が LF 空間と局所

的・大域的に同相となるための条件を得た． 

(Preprints in arXiv math)  

(4) 非コンパクト連結曲面 F のコンパクト

台を持つ同相写像のなす写像類群 Mc(F) = 

Hc(F)/H(F)0 が自明になるための F に関す

る必要十分条件を求めた． 

これらの研究成果は,非コンパクト多様体の

(微分)同相群 や 測度保存同相群の体系的な

理解に大きく寄与した. 
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